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2019 年度 アジア選⼿権・パラローイングトレーニングキャンプ派遣クルーについて 

 
標記の件について、下記の考え⽅にてクルー派遣しますので、お知らせします。 

記 

１． クルー派遣の考え⽅ 
東京パラリンピック⼤会出場権獲得に向け、アジア選⼿権で海外レース経験を積ませるとともにアジアに
おける⽇本代表の⽴ち位置を確認する。 
新規指定選⼿については、アジアパラローイングキャンプにて、FISA 国際クラシファイヤーによるクラシフィ
ケーションを受診し、該当障がいクラスを明らかにする。 
 

２． 派遣クルー 
PR1 1X 男・⼥、PR2 Mix2X、PR3 Mix4+ 計 4 クルー 
※2019 年 9 ⽉ 1 ⽇時点の育成指定選⼿以上で FISA ルールにのっとったクルー編成が不能の 
 場合、該当クルーは派遣取りやめとする。 
※トレーニングキャンプでクラシフィケーションを受信する場合、若⼲名の補漕を選出する場合がある 

 
３． 派遣期間 

2019 年 10 ⽉ 19 ⽇（出国）~10 ⽉ 28 ⽇（帰国） 
アジアパラローイングキャンプ 19 ⽇~ 24 ⽇、アジア選⼿権パラ種⽬⽇程 25 ⽇〜27 ⽇ 

 

４． 派遣選考 
各クルーを編成するにあたり、同⼀障がいカテゴリ・性別で複数の強化指定選⼿・育成選⼿が競合する
場合、以下の⼿順によりクルー編成を⾏う 
 ①9 ⽉初旬 エルゴメータースコアによる上位者の選出 
        （PR1 1X・PR2 2X 上位 2 名、PR3 4+ 上位 3 名） 
 ②9 ⽉中旬 各々シートレース(1,000m)による上位者選出 

 

以上 


